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②　15x15x330 の柱を細い壁にボンドで固定する

③　ボンドが乾いたら、幅広の壁を木ネジで①に固定する
　　(この時、ボンドは使わない)

④　木ネジ中心位置の印を床板に書く
⑤　足となる厚板の上に床板をおいた状態で、
　　3ミリのドリルで深さ30ミリの下穴を開ける

⑥　木ネジを締めて、床板を厚板に固定する。
　　(この時、ボンドは使わない)

①　階段アセンブリをボンドで作成する。
　　この時、後の改造でバラスと思われる
　　場合は、ボンドはわずかだけ使う。
　　固定する場合は、各部品が固定される
　　まで、強く押し付ける。乗せただけだと、
　　設計寸法より、隙間の分大きくなって
　　しまう。



⑦　L字床を床板に乗せて、外形を鉛筆で床板に転写する。

⑧　6本の支柱をボンドで立てる。

⑨　階段アセンブリをボンドで固定。
　　(改造の可能性がある場合は軽く)　

⑩　L字床をボンドで固定。



⑪　壁アセンブリを所定の位置に置く。
　　(ボンドは使わない)
⑫　裏から、100ミリと70ミリの壁固定具

　　をボンドで床板に固定する。
　　(壁側にはボンドをつけずに外れる
　　　ようにしておく)


